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1. はじめに 
認知科学的アプローチは、美的認知や創造性を探る上で有効である[1][2]という試みを受け、デザイン

過程において、おもに審美性，創造性がどのようなメカニズムで機能しているのかを探る． 

 

2. 目的 
デザイナーが“創造的デザイン”を生み出すプロセスを明らかにする 

 

デザイナーの創造性を計算モデルとして実現する 

 

3. 方法 
 プロダクトデザインを対象として扱う 

 デザイナーの認知活動を焦点とするため、作品に対してはデザイナーの視点から捉える 

 審美性，創造性の内容はデザイナーの言説をもとに、“ことば”による表現，知識操作の面か

ら説明を試みる 

 

4. “作品をめぐるデザイナーの言説にはどのようなものがあるだろうか？”  
●作品｢梯子棚｣をめぐる“ことば” 

※カッコ内、付記 
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●初心者デザイナーによる試考 

｢現代的な社長の椅子を作ろう｣ 

 

｢不景気で構造改革が叫ばれている今は、社長と言えどもゴージャスな椅子にふんぞり返っている場合

ではない．現場主義を唱える社長やベンチャー企業のトップもいることだし．従来の社長の椅子のパロ

ディにもなるような、ユーモアと軽さのある椅子を作ろう｣ 

 

素材： 革，金属パイプ 

機能： 回転，リクライニング 

形態･構造： ←“革座面＋金属脚”でミースの｢バルセロナ･チェア｣が頭に浮かぶ 

→｢回転はしなくてもいいか…｣ 

 

｢革張りの座面とパイプ足を、構造的にもイメージ的にもどうやったらスムースにつなげるだろうか？｣ 
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この試考におけるプロセスは、合理的に作品をつくる際のプランニング方法として有効である[4]． 
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(図.2) 概念レベルでのデザイン過程 

 

それぞれの段階において、デザイナーの審美的感情が機能していると考えられる（e.g. テーマの設定

段階における“現代的な社長”のイメージ，文脈の設定段階における“軽さ”の概念など）． 

cf. 審美的感情は、対象物の質によって喚起される感情である[2]． 

■質の認知に関わる要因 

新奇性：既存の概念･方法論に対する挑戦基準に達しているか？ 

完全性：デザイナーのもつ完全基準に達しているか？ 

多面性：どこから見ても完全か？ 

cf. 創造性は新奇な創造物が有用性を持っている時のみ達成される[5]． 

 

高い創造性をもつ熟練デザイナーにとって、“新奇かつ有用であること”は 

作品の主要なテーマと成り得るのか？ 
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